
は，例えば「クリスマスプレゼント」という極めて緩い論によって
結びつられ，その論理にしたがって，「消費者は

、
　論
、
　理
、
　的にあるモノ

から他のモノへと手を伸ばし，モノの計略に陥ってしまう」（14）
（傍点ボードリヤール）。この全体性が提供する筋道，論理が，こ
こでいうパノプリであり，この論理（いわばモノの側の論理だ！）
にしたがって，現代の消費者は極度に記号化された「遊戯的で差
異表示的な」モノの組み合わせを「自由に」楽しむ。そして，新
たな論理が市場に投入される度に，人々は，消費をし続けるよう
に強迫される（しかし，消費を求めているのは消費者自身である
ことに注意しよう。後に述べるように，この遊戯的なモノとの戯
れは，現代の消費者の特筆すべき心性に由来するのだから。）
現代社会の消費形態は，消費者自身の心性に由来する。その心

性において，モノは以前の有用性を剥奪され，モノプリ的な「濫
費」をするように消費者自身を突き動かしている。この「濫費」
し「消尽」し，捨て続ける現代社会は，ボードリヤールにとって生
産性のない「ポトラッチ」以外の何ものでもなかった。生み出さ
れ，捨てられる（プラマイゼロ。いや，ゼロではない。現代人に
隠された生産過程において，資本主義経済における人間の身体同
様，自然はあらゆる場面で記号化され搾取される）。成長は見かけ
に過ぎない。生産されたモノは，消尽するしか道はないのだから。
このように考えると現代消費社会において，ゴミはそれを裏付

ける負の証人となる（というより，現代ではゴミはリサイクルさ
れ，消費文化装置はさらに隠蔽されると言うべきか）。そういった
世界では，「モノを大切にしてゴミを減らしましょう」というモノ
の有用性を信じている道徳家の言葉も空文句でしかない（カウツ
キーばりの日和見的な見解だ。モノを大切にすれば，無駄な消費
が治まると考えているのだから。モノを捨てずに大切にしてごら
んなさい，そうすれば「ゴミ屋敷」になる）。なぜなら，現代消費
社会において，モノの世界は，人間がその享受を当然の権利とし
て主張する神秘化された「自然」と化し，交換されるモノと消費
の場自体が，永遠に繰り返される記号的な「遊戯」と化している
のだから，ゴミもまた「自然」であるし，そういった「自然」の
秩序に従っている以上，現代の消費者が道徳的に劣るとは言えな
いのである。

注
1オルテガのパン屋の例には，さらに註があり，村のお祭りで酔っぱらった大
衆が村のあらゆる家屋に押し入り手当たり次第に目につくモノを放擲し，そ
の村が破壊されてしまった例を，同様のカリカチュアとして挙げている。し
かし，このすべてを放擲する行為は，消費社会の背後でますます積み重なる
「ゴミ」の文化に似ていないだろうか。現代の消費文化が，産業革命，帝国主
義時代の労働・消費文化をさらに推し進めたて生じたモノであれば，この類
似性は重要であるように思われる。ただし，現代の社会でこのような暴動が
生まれるかどうかは疑わしい。というのも，消費者はどこにそういったモノ
に対する怒りをぶつければ良いか分からないだろうからだ。その意味で，消
費者庁は現代の消費形態の産物なのだ。
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高野泰志
第6回　コブレ編（つづき）
前回はついに本題に入る前に紙面が尽きてしまうというみっと

もないことになってしまいましたが，今回はその続きです。黄金
のマリア像とサンフランシスコ・デ・パウラのフィンカ・ビヒア
をレポートします。

4. マリアさま
コブレの協会は周囲を見下ろす小高い丘の上にあります。車が

近づくにつれて徐々に賑やかになってきます。お供え物の花輪や
人形を売る露店があちこちにできていて，人通りが多く，非常に
賑やかです。タクシーの窓から眺めていると，たまたまなのか，
よくある光景なのか，男の人が血を流しながら殴り合いのけんか
をしています。周りの人は騒ぐこともなく，当たり前のような顔
をして歩いています。さすが情熱の国は血の気が多いのでしょ
うか……？
徐々に教会に近づいてくると，ハバナで見た重厚な教会建築と

はまったく違って，パステルカラーの明るい色合いの建物である
ことが非常に印象的でした。タクシーは教会の正面には止まら
ず，そのまま建物を迂回して裏側に。
正面玄関は礼拝用で，観光客はだいたい裏側から中に入るよう

になっているようです。入ったところにまずはキリスト像が。こ
れも金色だったのですが，ハバナ旧市街の純ヨーロッパ風の教会
と違って，コブレの協会はキューバ独自の文化という感じがしま
す。キリスト像の周りには多くの一般の人々や有名人が教会に寄
付した品物が陳列されています。かつてはヘミングウェイのノー
ベル賞メダルもここに陳列されていたのでしょうか。

fig.1教会裏側
一通り見て回って次は階段を上がって一つ上のフロアに。いよ
いよここがマリア像の置かれてある場所でした。最初にこの像を
見たときに思ったのは，意外に小さい，ということでした。もっ
と大きくて派手なものを期待していたのですが，顔などは遠目に
はほとんど分かりませんでした。このマリア像はなかなかユニー
クで，ミサの行われている間は教会の正面玄関を向いているので
すが，それ以外の時間は観光客用に180度回転して裏口を向いて
いるのです。ですので裏口から入った我々の方に，ちゃんとその
姿を見せてくれているわけです。

1606年に3人の漁師が難破し，海を漂っていたとき，漂ってきた
木片にすがりついて何とか命からがら助かりました。そしてその
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とき，しがみついていた木片をよく見てみると，聖母マリアの像
だったのです。漁師たちは命を助けてくれたその像をコブレにま
つることにした，というのがこの教会の由来です。それ以来，漁
師の守り神であり，キューバの人々にとって最も大切な聖地であ
り続けているのです。革命以後キリスト教が迫害を受ける中で，
ここだけは大切な信仰の中心として人々の心の中に残り続けたの
ですね。

fig.2マリア像
多くの人々の信仰を集める教会ですから，教会裏には宿泊施設

があり，遠方からお参りに来た人々が泊まれるようになっている
そうです。ほんの少ししか滞在しませんでしたが，なんだか名残
惜しい気持ちを残してコブレの協会を後にしました。

フィンカ・ビヒアや，ヘミングウェイが定宿にしていたハバナ
旧市街のホテル・アンボス・ムンドスや，ヘミングウェイの通っ
たバーなど，キューバについて書きたいことはまだまだたくさん

あるのですが，それはまたの機会に。

fig.3正面玄関から

fig.4左手が教会側面，正面に見えるのが宿泊施設
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� �
資料室では『ヘミングウェイ研究』第11号掲載予定の「書誌：日本におけるヘミングウェイ研究―――2010」の作成に取りかかりま
した。今年になって公刊された論文，もしくは抜き刷りを下記まで是非一部お送りくださいますようお願い致します。
送付先：

〒890-0065鹿児島市郡元1–20–6
鹿児島大学教育学部
千葉義也研究室内
日本ヘミングウェイ協会資料室　
TEL/FAX: 099–285–7819
e-mail: chiba@edu.kagoshima-u.ac.jp� �

ヘミングウェイ研究書誌
（2010年1月8日現在資料室受理）

▼塚田幸光「エレファント・イン・ザ・ズー―――ヘミングウェイ

とターザンの『アフリカ』」『メディアと文学が表象するアメリカ』
山下昇編著（英宝社，2009. 10）pp. 224–46.
▼前田一平『若きヘミングウェイ―――生と性の模索』（南雲堂，
2009. 10）430 pp.
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